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 副校長  吉川 真由美 

 

 

異動の内示を受け、初めてこの子安小学校に向かったあの日、校庭の柵越しに咲く春色に彩られ

た花々に思わず足を止めたのを覚えています。傍に「こやすキラキラ応援隊」と記されていました。

包み込むように柔らかい日差しの如く、あたたかく穏やかに学校を見守ってくださっている方々の

気配を感じ、それまで心を覆っていた緊張感がほどけていくようでした。あれから早２か月が経と

うとしています。 

 あらためまして、４月１日より本校の副校長として着任しました、吉川 真由美（よしかわ ま

ゆみ）と申します。伝統ある子安小学校の校風をしっかり受け継ぎ、「自分が好き 友だちが好き 学

校が好き まちが好き」をまずは自らの礎とし、子どもたちのため、そして地域の皆さまのために、

自分なりに精一杯努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、今月 24 日、２年生の根岸森林公園遠足に同行しました。昨年は新型コロナウイルス感染

症拡大のため、入学当初から様々な我慢を余儀なくされていた子どもたちです。しかも、当初の予

定が雨天による延期となったため、どれほど心待ちにしていたことでしょう。この時期としては

少々身体にこたえるような暑さではありましたが、子どもらしく無邪気に自然と戯れる子どもたち

の姿に、こちらの心が満ち足りていくのを感じました。なにより、お弁当の時間にマスクの下に隠

れていた百数十通りの輝く表情を見たときには、感動のあまり思わず涙があふれそうになりました。 

昨年度まで教育行政に携わっていたため、しばらく学校という場所を離れていたせいか、強く感

じることがあります。 

子どもと共にあることの、なんと幸せなことか！ 

自分が一教員だったころ、自分に向けられる子どもたちの笑顔に、その時だけは悲しいことも辛

いことも一瞬にして消え去る感覚を思い出しました。そして今、耳をすませばいつも子どもたちの

声が聞こえること、視線のその先にいつも子どもたちがいることに、思いっきり息を吸い込むよう

な感覚があります。ここは学校なのだと。 

感染状況に好転の兆しが見えない中、学年を分割することなく公共交通機関を利用して遠足を実

施することについて、学校としての迷いがなかったわけではありません。それでも「どうすれば安

全にできるのか」に舵を切ったのは、目の前に、その願いを叶えてあげたい子どもたちがいるから

に他なりません。学校は教師と子ども、子どもと子どもが対話し心を通わせながら、学びを深め、

つながりの糸を紡いでいく場所です。そして、子どもたちに寄り添い、その立場から考えていくこ

とがわたしたちの仕事です。 

この後もしばらくは様々な制限を受けながら教育活動を続けていくことになるでしょう。小さな

可能性を手繰り寄せつつ、考え、時に立ち止まり、そしてまた進んでいきたいと思います。その原

動力はいつも子どもたち。このわずか２か月の間に数多出会った地域やＰＴＡ等の素敵な方々の思

いにも重なっていると信じます。 

子どもと共にあればこそ！ 

引き続き、学校の教育活動へのご理解とご協力を心よりお願いいたします。 
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３年まち探検 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２４日、根岸森林公園に遠足に行きました。一度延期さ

れた遠足だったので、子どもたちの喜びもひとしおだったこと

と思います。 

爽やかな晴天の中、道の歩き方や電車内のマナーに気を付け

て、目的地を目指しました。感染症対策にも気を付け、公共の

場では口をとじ、混雑を避けて行動しました。 

公園では、様々なミッションを行いました。小さい虫を探し

たり、チクチクするものを探したり、葉っぱを紙に写し取った

り、みんなで空中写真を撮ったりと、楽しんでいました。広大

な芝生広場では、グループの友達と一緒に、のびのびと体を動

かして楽しみました。 

 お弁当も、感染症対策に気を付けながら、楽しく食べました。 

 ５月１１、２０日に子安台公園、大口商店街、子安浜方面へまち探検に行きました。 

２年生のときのまち探検の約束を思い出し、マナーやルールを守って安全に探検する姿がと

ても立派でした。 

「ここからは、子安全体が見られるね。」「風車が見えるよ。」「建物の数に違いがあるね。」 

「平らな道が多いね。」「向こう側には何があるのだろう。」「工場がたくさんある。」 

などなど、子ども達は気づいたことや、もっと知りたいことを言い合って、たくさんメモして

いました。予想通りだったり、違ったりしたこともあり、実際に歩いて見ることで発見がある

ようでした。 

 学校に着き、少し疲れている様子も見られましたが、その後の授業もいつものようにまじめ

に頑張っていました。町探検を通して、子安の町をもっと深く知ることができて、愛着をもつ

ことができたのではないかと思います。 

キラキラ応援隊の皆様にご協力いただき、安心して活動に取り組むことができました。あり

がとうございました。６月に３回目のまち探検がありますので、どうぞよろしくお願いしま

す。 
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 全国で毎年行っている体力テストが、昨年度は中止でしたが、今年度は

感染症対策や熱中症対策をして実施しました。シャトルランと５０ｍ走

は、人との距離を長くとれるよう、クラスごとに行いました。初めて行う

１年生は、６年生が手助けしながら一緒に行いました。また、他の種目に

ついては、全学年ともペアを組んで行いました。１年生と６年生、２年生

と４年生、３年生と５年生というペアで、それぞれ上級生が温かい声をか

けながら下級生をリードしていました。 

また、今年度から初めて、キラキラ応援隊の皆様のサポートもいただき

ました。例年、教職員が説明と計測を行っていたところを応援隊の方に

個々の計測をお願いし、大変助かりました。今後も応援隊と連携できる取

組を増やしていきたいと思います。 

クラブ活動が５月１３日（木）より始まりました。今年度は、１８

のクラブがあり、ソフトバレーボールクラブと鉄道クラブが新たに設

立されました。 

第１回目の活動では、めあてを決めたり年間の活動計画を立てたり

しました。高学年の５、６年生が４年生をリードしながら話し合いを

進めていて、頼もしかったです。 

第２回目は、それぞれのクラブで決めた計画に沿って活動をしまし

た。新設されたソフトバレーボールクラブは、チームで練習をしたり

ミニゲームをしたりして楽しんでいました。鉄道クラブは、模型作り

に取り組みました。他のクラブでも、進んで友達と関わろうとする様

子が見られました。 

１年間を通して、他学年と交流をしていくことや子どもたちがアイ

デアを出し合って工夫した活動になっていくことが楽しみです。 

★健康管理について★ 

毎日、健康観察や持ち物の確認をしていただきありがとうございます。気温が上がり、汗ふきタオ

ルが必要な季節となってきました。 

持ち物が増え、マスクやハンカチを落としてしまうことがありますので、 

予備のマスクやハンカチ、マスク入れをご用意いただきますよう、お願いいたします。 

また、学校が休みの日も検温し、 

健康観察表へのご記入をお願いいた 

します。 

 

 

 

 

  

★水泳学習について★ 

以下の理由により、今年度は、４・５・６年生のみ、２学級ずつに人数を減らして実施します。 

 

〇本校のプールサイド幅は４～６ｍと、一般的な学校の２～３ｍに比べて広く、横浜市教育委員会の通知に

従っての水泳学習実施が施設上可能であると判断しました。 

〇１・２・３年生については、専科による２時間続きの学習がないことから、安全な 

指導体制として必要と考える当該学年の職員数３名を確保できないため、実施しません。 

「水遊びや水泳運動などの心得・水泳の事故防止に関する心得」等の知識に関する 

指導は、すべての学年が教室で行います。  


